
 
東北復興水産加工品展示商談会ロゴマーク使用規程 

 
制定 2016 年７月 26 日 

復興水産加工業販路回復促進センター 

 

（目的） 

第１条 この規程は、甚大な被害を受けた東北地区の水産加工業者の多くが生産体制は整ったものの、

再開するまでの間に取引先を失われたことや風評被害で売上の回復が遅れている状況にあ

る中で、被災地における水産加工業者等の販路回復・新規開拓等に資する支援を行うために、

復興水産加工業販路回復促進センター（以下「復興販路回復センター」という。）が実施す

る東北復興水産加工品展示商談会にて使用するロゴマークに関し、その使用に際して必要な

事項を定めるものとする。 

 

（ロゴマーク） 

第２条 ロゴマークは、別紙のとおりとする。 

 

（管理） 

第３条 ロゴマークの原図の保管及び使用に関する所管は、復興販路回復センターの代表機関である

全国水産加工業協同組合連合会（以下「全水加工連」という。）総務部総務課で行う。 

 

（ロゴマークの使用方法） 

第４条 使用を希望する者は、ロゴマーク使用承認申請書（別記様式１）を全水加工連に提出し、そ

の承認を受けなければならない（別記様式２）。ただし、国、地方公共団体、報道機関が使

用する場合及び全水加工連が適当と認めた場合はこの限りではない。 

   ２ 承認を受けた使用者は、無償でポスター、のぼり、チラシ、パンフレット、名刺、WEB サ

イト等にロゴマークを使用することができる。ただし、デザイン、色等は使用者が改変す

ることはできない。 

  ３ 復興販路回復センターの構成員及びこれに準ずる者は、その業務に関し、ロゴマークを使

用することができる。 

 

（遵守事項） 

第５条 ロゴマークを使用するときは、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

① ロゴマークのコンセプトを理解し、東北復興水産加工品展示商談会の実施に対し、品位を損

なうことがないようにすること。 

② ロゴマークのデザイン、色を改変しないこと。 

③ 承認を譲渡、又は転貸しないこと 

 

（禁止事項） 

第６条 ロゴマークの使用において、以下の各号に掲げる使用は禁止する。 



１） 政治団体、宗教団体又は反社会的勢力の活動に際しての使用 

２） 募金活動と結びつけた使用 

３） 企業・団体が提供する特定のサービスの品質・安全性を担保又は証明するものであると誤

認させるような使用 

４） 法令又は公序良俗に反すると認められるような活動に際しての使用 

５） その他本規程の趣旨に反すると認められるような使用 

 

（承認の取消し） 

第７条 全水加工連は、使用承認時に付した条件に違反してロゴマークを使用した場合、本規程に反

する不適当な使用の実態が明らかになった場合等については、ロゴマークの使用承認を取消

すことができる。 

    ２ 前項の規定により使用承認を取消された者は、ロゴマークの使用を中止しなければならな

い。また、必要な場合には、全水加工連は使用物件の回収を求めることができる。 

  ３ 前項の規定により、ロゴマークの使用承認を取消した場合、使用承認を受けた者に損害が

生じても、全水加工連は一切その責めを負わないものとする。 

 

（その他） 

第８条 ロゴマーク等の使用許可によって、復興販路回復センターが何らかの責任を負うことは一

切ありません。 

 

 

（規程の改廃） 

第９条 この規程の改廃は，復興販路回復センターが行う。 

 

付 則 

この規程は，2016 年７月 26 日から施行する。 

 

 

 

 

 


